
様式２

概要説明書（その１） ※登録№

※登録年月日

※変更登録年月日

開発年月

土木分野 建築分野 （必ず、どちらかを選択してください。）

工法 製品 材料 機械 システム

省人化 省力化 経済性の向上

施工精度の向上 耐久性の向上 安全性の向上

作業環境の向上 周辺環境への影響抑制 地球環境への影響抑制

省資源・省エネルギー 品質の向上 リサイクル性向上

その他 （ ）

単独 共同研究 （ 民・民 民・官 民・学）

公的支援助成等（「Made　in　新潟　新商品調達制度」）の関連の有無

該当の有無 無し 有り Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

新技術の概要※ホームページでの検索結果に表示する技術の概要です（全角127文字以内）

新技術の概要

①何について何をする技術か？（新規性についてではない）

②従来はどのような技術で対応していたか？（従来の技術についてのみ記載する。新技術との比較ではない）

③公共工事のどこに適用できるか？

景観公共工事の品質確保・向上

簡易補強

株式会社プロテックエンジニアリング

リサイクル

株式会社プロテックエンジニアリング

技術開発部

西田　陽一

025-278-1559

Tel

Fax

スノースルーガード

コスト縮減・生産性の向上

安全・安心 環境

本技術は、既設の雪崩予防柵の間に特殊なブラケットを用いて設置したワイヤーロープで、雪の抜け落
ちを予防し雪崩予防効果を補強する工法である。

nishita@proteng.co.jp

http://www.proteng.co.jp

E-mail

ホームページＵＲＬ

問合せ先

26D2006

2015.2.18

2013年9月

概要説明書

区　分

分　野

技術名称

商標名等

既設雪崩予防柵簡易補強工法

開発体制
開発会社

開発目標
（複数選択可）

キーワード
（複数選択可）

自由記入

伝統・歴史・文化

・雪崩予防柵は、柵と柵の間に1m程度の隙間を設けて設置しているが、地形の制約等から隙間が大き
く雪崩が発生する場合がある。
・本技術は、既設雪崩予防柵を利用し、予防柵を連続化することで柵間から発生する雪崩を予防する工
法である。

・隙間を埋めるように新設の雪崩予防柵を設置し、対応していた。
・仮設として単管を用いて隙間を処理していたが、単管の破損や倒壊が発生している。

・雪崩予防工事。

会社名

担当部署

担当者

住　所 新潟県北蒲原郡聖籠町大字蓮潟5322-26

025-278-1551

mailto:nishita@proteng.co.jp
http://www.proteng.co.jp
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※登録№

新規性及び期待される効果

①どこに新規性があるのか？（従来技術と比較して何を改善したのか？）

②期待される効果（～が～になる。～を～にすることができる。）

③アピールポイント

適用条件

適用範囲

留意事項

④適用にあたり、関係する基準及びその引用元
　道路防雪便覧、2005除雪・防雪ハンドブック（防雪編）、防雪工学ハンドブック初版

④その他
　特になし。

①設計時
　既設雪崩予防柵のH鋼規格

②施工時
　ワイヤーロープの緊張具合の管理

③維持管理時
　ワイヤロープの初期の伸びによって緩みが発生する場合があるが、緩みが見られた場合は再度引き直
しを必要とする場合がある。

技術名称 既設雪崩予防柵簡易補強工法 26D2006

　雪崩予防柵は，雪崩の発生区に設置し，全層雪崩と表層雪崩を未然に防ぐための柵状の施設であり，
国内外での多くの実績があり，効果が確認されている．雪崩予防柵の配置は，地形条件や雪質等から検
討して決められており，連続配置，断続配置，千鳥配置，組み合わせ配置がある．連続配置以外の配置に
おける柵と柵の水平間隔は，各種マニュアルで設定されている．
 しかし，春先の融雪期においては水分を多く含んだ雪が設置された柵の間を縫うように道路まで流出する
ケースが発生している．従来，その対策として隙間を埋めるように新たな予防柵を設置する手法をとってい
るが，工期が長く，材料費が高価という欠点がある．
 本技術は，既設の雪崩予防柵を利用し雪崩予防柵を連続化することで、雪の抜け落ちを予防する工法で
ある。

①自然条件
　既設雪崩予防柵の隙間から発生する雪の抜け落ち

③適用できない範囲
　既設雪崩予防柵の無い箇所、設計積雪深4.5m以上、隙間間隔3.0m以上

④関係法令等
　特になし

②現場条件
　既設雪崩予防柵の隙間

 既設予防柵の隙間から抜け落ちてくる雪を予防することができる。

・冬季や春先における既設雪崩予防柵の間から発生する雪の抜け落ちから保全対象を予防する。
・人力で容易に設置することが可能である。

③技術提供可能地域
　雪崩予防柵のある地域

①適用可能な範囲
　既設雪崩予防柵のある箇所、設計積雪深4.5m（グライド係数N=4.8相当）以下、隙間間隔3.0m以下

②特に効果の高い適用範囲
　既設雪崩予防柵のある箇所、設計積雪深4.5m（グライド係数N=4.8相当）以下、隙間間隔3.0m以下



概要説明書（その３）

※登録№

活用の効果

向上 ( 83 %） 同程度 低下 ( %）

短縮 ( 98 %） 同程度 増加 ( %）

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

活用の効果の根拠

●新技術の内訳

●従来技術の内訳

技術名称 既設雪崩予防柵簡易補強工法 26D2006

比較する従来技術 雪崩予防柵

項目 活用の効果 比較の根拠

経済性 下記による。

工　程 設置手間が少なく、コンクリート養生を行う必要がない。

品　質 汎用性のある鋼材を使用している。

安全性 掘削がないため安全である。

施工性 部材が少なく軽量であるため、施工性に優れる。

周辺環境への影響 土工が無く、斜面の改変が少ない。

基準数量 1 単位 基

新技術（A） 従来技術（B) 変化値A/B（％）

経済性 520,890 2,978,300 17

工　　程 1日 46日 2

基準数量： セット あたり

項　　目 仕　　様 数量 単位
単価
(円)

金額
(円)

摘　　　要

45,600 自社歩掛り

ブラケット設置 12 個 6,180 74,160

0.15 t 45,000 6,750

自社歩掛り

ワイヤロープ設置 30 m 1,520

荷揚げ工 16t吊りクレーン

合計 520,890

基準数量： 1基 あたり

項目 仕様 数量 単位
単価
(円)

金額
(円)

摘　　　要

コンクリート 18-8-40 34.1 m
3 11,600 395,600 土木工事積算標準単価H26

623,000

型枠工 28.2 m
2 6,800 191,800

斜面足場

上部工

53.4

アンカー工 56

1.0 式

1 式 394,380 394,380

土木施工単価14`-10

材料 1.8 t 350,000

見積り単価

人力土工 人力 53.4 m
3 5,500 293,700

材料費

コンクリート吹付工 t=10cm 12 m
3 5,300 63,600 土木施工単価14`-10

土砂処理 人力

204,300

101.3 2,350

2,400 128,200

空m
3

840,000m 15,000

m
3

238,100

204,240

2,978,300合計

足場工
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※登録№

施工単価 歩掛りなし 歩掛りあり（ 標準 ・ 協会 ・ 自社 ）

施工方法

① 準備工 → 資材運搬・安全施設設置

② ブラケット設置工 → 既設雪崩予防柵の主柱へブラケットを設置する

③ ワイヤロープ設置工 → 設置したブラケットにワイヤロープを係留させる。

④ 後片付け

施工実績 あり なし

特許・実用新案

あり 出願中 出願予定 なし

あり 出願中 出願予定 なし

評価等年月日

証明等範囲

　民間等

　特　許

　実用新案

直接工事費（1箇所あたり）

449,000

519,000

道路からの直高

20m未満

20m未満

斜面勾配

1

40°未満

45°以上

　新潟県の公共事業

　他の公共機関

特許第5525649

技術名称 既設雪崩予防柵簡易補強工法 26D2006

①課題
　特になし

他の機関による
評価・証明

証明機関

制度名

番号

②計画
　特になし

番　　号
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※登録№

概要図、写真等

技術名称 既設雪崩予防柵簡易補強工法 26D2006

写真-2 設置状況

写真-3  冬季観測状況

図-1 一般図

写真-1(a) 性能照査実験の状況 写真-1(b) 性能照査実験の状況

ロープブラケット
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※登録№

施工実績一覧

技術名称 既設雪崩予防柵簡易補強工法 26D2006

工　事　名施工時期

県
外
に
お
け
る
施
工
実
績

県
内
に
お
け
る
施
工
実
績

区分 発注者 地域機関名

新潟県
長岡地域振興

局
2013年11月 新潟県長岡市山古志（試験施工）
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※登録№

新潟県新潟市中央区新光町6番地1 025-281-8812

新潟県新潟市西区ときめき西3丁
目1-10-108

025-379-0360

担当部署

㈱興和
(販売・施工)

kawafune@tryan.co.jp

nishita@proteng,co.jp

025-233-4152 hosono-y@advance-kk.co.jp

025-281-8832 k-yamazaki@kowa-net.co.jp

Ｅ－mail

新技術提供企業

既設雪崩予防柵簡易補強工法 26D2006

住所 ＴＥＬ ＦＡＸ

技術名称

担当者区分 企業名

代
表

代
表
以
外

025-278-1559

025-379-0361

新潟県北蒲原郡聖籠町蓮潟
5322-26

(株)トライアン
(販売・施工)

製品開発推進部 細野 義則

山﨑　邦彦営業部

（株）プロテックエ
ンジニアリング
(施工・販売)

技術開発部 西田　陽一

㈱アドヴァンス
(販売・施工)

025-278-1551

新潟県新潟市秋葉区七日町上身5151番 025-233-4131

新潟営業所 川船 昌彦

mailto:kawafune@tryan.co.jp
mailto:hosono-y@advance-kk.co.jp
mailto:k-yamazaki@kowa-net.co.jp

